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小
川
大
学
で
民
族
問
題
や
国
際

政
治
に
関
心
を
持
ち
、
経
済
団
体
や

国
連
関
連
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

国
際
貢
献
に
踏
み
出
し
た
の
は
一

九
九
二
年
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
国
連

平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
日
本

が
参
加
し
た
こ
と
に
触
発
さ
れ
、
職

を
辞
め
、
現
地
で
選
挙
監
視
な
ど
に

当
た
っ
た
。
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際

協
力
機
構
）
で
活
動
し
、
現
在
は
後

進
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。
皆
さ
ん

が
国
際
貢
献
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
な
ど
を
お
聞
き
か
せ
く
だ
さ

ー　
有
森
九
六
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ

五
輪
の
後
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
行
わ

れ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
国
際
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
に
招
か
れ
て
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
に
は
笑
顔
を
も
た
ら
す
力

が
あ
り
、
人
開
か
生
き
て
い
く
上

で
大
事
な
こ
と
だ
と
実
感
し
た
。
招

か
れ
て
い
く
の
で
な
く
、
自
分
の

判
断
で
行
き
た
い
と
考
え
、
ハ
ー

先進県目指そ･う

はじまり
ト
・
オ
ブ
こ
マ
ル
ド
の
立
ち
上
げ

に
か
か
わ
っ
た
。
今
、
活
動
は
カ
ン

ボ
ジ
ア
か
ら
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
も
広

が
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
は

国
連
機
関
の
世
界
人
口
基
金
親
善
大

使
と
し
て
ア
フ
リ
カ
な
ど
も
視
察
し
、

多
く
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。
。

　
菅
波
学
生
の
時
に
ア
ジ
ア
を
旅
し

て
ア
ジ
ア
の
活
気
に
触
れ
、
ア
ジ
ア
に

土
を
証
明
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
岡
山

で
育
っ
た
の
も
こ
の
精
神
風
土
が
大

き
い
。
十
数
年
前
、
国
連
な
ど
の
人

道
援
助
活
動
の
中
心
で
あ
る
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
対
し
、
岡
山
は
ロ
ー
カ
ル

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
拠
点
を
回
指
そ
う
と

　
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡

山
」
を
提
唱
し
た
が
、
今
で
は
岡

山
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
増
え
、
現
実
昧
を
帯

び
て
き
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
ｙ
刀

か
か
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
侵
攻

に
伴
い
、
タ
イ
国
境
に
難
民
が
あ
ふ
れ

た
七
九
年
に
は
現
地
に
乗
り
込
ん
だ

が
、
善
意
だ
け
で
は
何
も
で
き
な
い
こ

と
を
痛
感
。
八
四
年
に
ア
ム
ダ
を
設
立

し
た
。
岡
山
県
民
は
弱
者
の
痛
み
を
分

か
ち
合
う
心
を
持
っ
て
い
る
。
阪
神
大

震
災
に
お
け
る
支
援
は
、
弱
者
が
存
亡

の
危
機
に
ｔ
し
た
時
に
動
く
岡
山
の
風

　山陽新聞社は今年、岡山から国際貢献のあり方を問う連載企画「手と

手と手―岡出発国際貢献」に取り組むにあたり、岡山を拠点に海外で活

動するＮＧＯ（非政府組織）や研究者、国際貢献先進県を目指す岡山県

の担当部長に現状と課題について語ってもらった。

　
橋
本
経
済
発
展
こ
そ
世
界
の
貧

困
を
款
う
道
と
の
思
い
で
、
カ
ナ

ダ
や
英
国
で
理
論
経
済
を
研
究
し

て
い
た
が
、
経
済
発
展
で
貧
富
の
差

が
拡
大
す
る
途
上
国
の
現
実
な
ど
に

触
れ
、
福
祉
の
視
点
が
必
要
だ
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。
十
数
年
前
、
友

人
の
ボ
ン
ベ
イ
大
教
授
の
勧
め
で
イ

ン
ド
に
行
き
、
教
育
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

出
合
っ
た
。
イ
ン
ド
で
は
学
生
た
ち

　ありもり・ゆうこ　1966年岡山

市生まれ。マラソンランナー。就
μ９拓、日体大を経てリクルートに
入社。92年ﾉ勺レセロナ五輪て?奮菟メ

ダル、96年アトランタ五輪で銅メ
ダルに輝いた。98年、ノｘ－ト・オ

ブ・ゴールド（のもＮＰＯぞ友人）

を設立し、代表に就任。カンボジ
アと東ティモールでスポーツを通

じた国際貢献を展開。2002年から
世界人口基金親善大使を務める。

　
小
川
現
在
、
重
点
を
置
く
取
り
組
み
は
何
で

す
か
。

　
有
森
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

養
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
Ｊ
日
本
か
ら
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
指
導
者
を
派
遣
。
初

日
は
先
生
を
指
導
し
、
翌
日
は
受
講
し
た
先
生
が

千
人
前
後
の
子
ど
も
を
教
え
る
。
「
あ
な
た
た
ち

が
日
本
に
帰
っ
て
も
い
い
よ
う
に
、
自
分
た
ち

の
力
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と
い
う
現
地
の
依

頼
で
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　
栽
善
大
使
に
な
っ
て
か
ら
は
エ
イ
ズ
問
題
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
最
近
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
は

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
に
気
付
き
、
保
健
体
育
の
テ

キ
ス
ト
作
り
を
依
頼
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
共

同
で
進
め
て
い
る
。

　
菅
波
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
「
西
の
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
、
東
の
岡
山
」
の
実
現
だ
。
こ
れ
は
、
緒
方

貞
子
さ
ん
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
）
が
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
時
代
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
連
は
い
つ
か

は
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

だ
か
ら
現
地
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
手
を
っ
な
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
発
言
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

由
来
す
る
。
い
ま
だ
に
完
成
し
て
い
な
い
理
由
は
、

国
運
や
欧
米
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
「
入
を
助
け
る
」

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
人
権
な
の
に
対
し
、
ロ
ー
カ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
相
互
扶
助
で
、
両
者
の
考
え
方
が
融

合
し
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
岡
山
が
ロ
ー
カ
ル
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
拠
点
に
な
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
と
も
に

難
民
援
賎
緊
急
人
道
援
助
を
進
め
た
い
と
い
う

試行錯誤

が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実

習
を
通
じ
、
問
題
解
決
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
り
あ
げ
る
ま
で
の
力
を
身
に

付
け
て
い
た
。
マ
ン
パ
ワ
ー
に
圧
倒

さ
れ
、
今
も
イ
ン
ド
に
通
い
続
け
て
い

る
。
　
山
本
岡
山
県
は
九
六
年
に
国
際
化

推
進
プ
ラ
ン
で
「
世
界
と
と
も
に
生
き

る
岡
山
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
た
。

交
流
か
ら
協
力
へ
の
歩
み
だ
。
○
二
年

ぶ
大
盛
哺

に
は
菅
波
さ
ん
、
有
森
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
「
岡
山
発
の
国
際
貢
献

を
考
え
る
会
」
が
発
足
し
、
救
援
物
資

備
蓄
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
こ
で
さ
ら
に
協
力
か
ら
貢
献
へ
、
一

歩
進
め
る
考
え
方
を
示
し
、
都
道
府
県

で
初
め
て
と
な
る
国
際
貢
献
条
例
を
制

定
し
た
。

理
想
を
掲
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
て
き
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
、
世
界
二
十
九
力
国
に
支
部
が
あ

る
。

　
橋
本
吉
備
国
際
大
は
○
四
年
、
イ
ン
ド
の
プ

ー
ネ
市
に
あ
る
カ
ル
ベ
大
学
院
と
国
際
協
力
実
習

の
受
け
入
れ
機
関
と
し
て
覚
書
を
交
わ
し
、
岡
山

の
学
生
を
イ
ン
ド
の
学
生
実
習
に
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
実
習
先
の
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、

問
題
解
決
の
心
を
持
っ
て
い
る
。
対
象
者
に
自
信

を
つ
け
さ
せ
、
能
力
を
引
き
出
す
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
て
い
る
。
質
の
高
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
学

ぶ
こ
と
は
非
常
に
多
い
。

　
山
本
条
例
に
先
立
っ
て
、
岡
山
空
港
に
設
け

た
備
蓄
セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ
れ
ま
で
五
百
六
十
人
、

百
六
十
七
団
体
か
ら
物
資
の
寄
付
を
受
け
て
い

る
。
環
境
、
消
費
者
団
体
な
ど
幅
も
広
が
り
、
大

規
模
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
新
潟
県
な
ど
に
物
資
を
届

け
て
き
た
。
．
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
も
進
み
、
○
五
年

度
か
ら
県
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
提
案
を
受
け
て
必
要
な
人

材
を
派
遣
す
る
事
業
を
開
始
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
、
上
海
に
派
遣
し
た
。

　
小
川
活
動
が
広
が
る
中
で
課
題
も
あ
る
で
し

ょ
う
。

　
菅
波
将
来
的
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
部
は
少
な

く
と
も
五
十
力
国
に
広
げ
た
い
。
国
連
認
定
Ｎ
Ｇ

Ｏ
と
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
国
連
外
交
を
本
格
化
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
近
々
、
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
を
始
め
る
予

地域Ｎ一一ＧＯの拠点に讐

　すがなみ・しげる　1946年、広
島県神辺町生まれ。岡山犬大学院
医学研究科修了。84年、ＡＭＤＡ
　（のもＮＰＯ法人）創設。岡山市
で内科医院などを運営しながら、
海外の29支部や国運機関などと連
携し、保健医療を中心とした災害

定
。
ま
た
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の

れ
ぞ
れ
の
国
の
大
学
の
存
在
の
大
－

さ
れ
た
。
研
究
や
政
策
提
言
能
力
、

え
る
機
能
を
持
つ
大
学
は
重
要
脳

現
在
、
一
力
国
に
】
大
学
と
の
穆

て
い
る
。

　
有
森
ス
ポ
ー
ツ
は
あ
く
ま
で
Ｉ

た
め
の
手
段
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
金

の
で
な
く
、
そ
の
時
そ
の
時
の
専

歩
に
対
応
し
な
が
ら
や
る
べ
き
こ
ヽ

き
た
い
。
た
だ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
Ｉ

て
い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
啓

慣
れ
た
人
々
に
「
自
分
た
ち
で
や

け
な
い
」
と
い
う
考
え
方
を
ど
う
一

は
課
題
だ
。

　
山
本
国
際
貢
献
の
主
役
は
折

テ
ィ
ア
。
彼
ら
と
連
携
を
深
め
る
こ

こ
れ
ま
で
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
黙

救
援
活
動
要
員
養
成
講
座
な
ど
辿

る
が
、
と
く
に
企
業
や
個
人
の
願

げ
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ
。

　
橋
本
学
生
の
イ
ン
ド
で
の
吉

本
社
会
で
生
か
さ
れ
に
く
い
若
烹

す
効
果
も
あ
る
。
自
信
が
な
く
、
Ｅ

学
生
が
帰
国
後
、
自
分
の
考
え
皇

よ
う
に
な
る
。
単
位
認
定
さ
れ
て
ぃ

れ
か
ら
も
多
く
の
学
生
を
連
れ
て
ぃ

学
生
た
ち
の
経
済
的
負
担
が
ネ
ッ
ク

る
。
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なぐ支援つ
々心

１

ＮＰＯ法人ハート・オブ・ゴールド代表

ＮＰＯ法人ＡＭＤＡ代表

吉備国際大社会福祉学部助教授

岡山県企画振興部長

山口県立大国際文化学部助教授

裕子氏

出席者
　有森
　菅波茂氏

　橋本由紀子氏

　山本　剛　氏

コーディネーター

　小川　秀樹氏

　
小
川
未
来
に
向
け
て
夢
を
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
。

　
菅
波
国
際
貢
献
と
岡
山
の
地
域
振
興

を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
実
体
経
済
を
持
つ
国
際

貢
献
産
業
を
興
さ
な
け
れ
ば
、
県
民
も
本

当
に
は
動
か
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。
国
際

貢
献
産
業
と
は
、
国
境
を
越
え
て
出
て
い

け
る
国
際
産
業
と
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
一
緒
に

な
る
こ
と
。
途
上
国
の
最
重
要
産
業
で
あ

井
原
高
、
早
稲
田
大
政
経
学
都
卒
。
ベ
ル
ギ
ー
留
学
、
国
連
勤

務
な
ど
を
経
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
を
機
に
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
。
9
9
年
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
顧
問
と
し
て
コ
ソ
ボ
難
民
支

援
な
ど
に
従
事
。
横
浜
国
立
大
国
際
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。
２
０
０
２
年
か
ら
現
職
。
専
門
は
国
際
関
係
論
。
参

議
院
客
員
調
査
員
と
し
て
Ｏ
Ｄ
Ａ
調
査
も
担
当
し
て
い
る
。

夢を語ろう

　
庁
川
底
茲
カ
と
い
う
と
日
本
で
は
Ｏ
Ｄ
Ａ

　
（
政
府
開
発
援
助
）
、
政
府
の
仕
事
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
か
、
世
界
は
逆
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
先
で
Ｏ

Ｄ
Ａ
は
後
か
ら
登
場
し
た
。
ま
た
、
企
業
の
貿
易

や
投
資
、
移
民
の
受
け
入
れ
、
軍
事
協
力
ま
で
含

め
て
国
際
協
力
を
と
ら
え
る
の
が
世
界
の
常
識

だ
。
国
際
貢
献
は
、
湾
岸
戦
争
以
後
に
使
わ
れ
始

め
た
言
葉
で
、
国
際
協
力
よ
り
は
る
か
に
多
義
。

　
冷
戦
終
結
後
、
内
戦
が
鎖
発
し
、
人
間
の
安
全

保
障
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本

が
得
意
と
す
る
円
借
款
で
途
上
国
の
経
済
発
展
を

助
け
る
手
法
か
ら
、
直
接
、
貧
困
削
誠
に
取
り
組

む
手
法
へ
重
点
が
移
っ
て
き
た
。
欧
米
で
は
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
多
く
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
実
施
し
て
い
る
。
日
本
で

も
草
の
根
の
叉
授
か
求
め
ら
れ
、
今
後
、
自
治
体

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
重
要
性
を
増
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
岡
山
発
国
際
貢
献
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ

て
ほ
し
い
。

　
菅
波
さ
恵
呈
な
現
場
で
、
現
地
の
人
か
一

番
知
り
た
が
る
こ
と
は
、
戦
後
、
な
ぜ
日
本
が
こ

こ
ま
で
発
展
し
た
か
だ
。
現
在
の
日
本
に
は
、
治

安
、
健
康
、
食
、
就
業
、
文
化
と
い
う
人
間
の
安

全
保
障
の
要
素
が
そ
ろ
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
成

功
の
理
由
は
、
Ｇ
Ｏ
（
政
府
）
が
優
れ
て
い
た
か

ら
だ
と
い
え
る
。

　
阪
神
大
震
災
の
時
、
十
日
後
に
長
田
区
の
開
業

可能性

　はしもと・ゆきこ　1950年、高
知市生まれ。青山学院大経済学剖
卒、岡山大大学院産業文化研究科

博士諌程単位取得退学。日本貿易

振興会研究助手などを経てインド
の教育支援ＮＧＯドアステップ・

スクｰ句ﾚ役員を務める。2000年か
ら現職。専門は国際社会福祉論。

06年４月開設される吉備国際大大
学院国際協力研究科の教官に就任
予定。

る
農
業
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
な
ど
岡
山

の
得
意
分
野
も
多
い
。

　
山
本
条
例
は
「
国
際
貢
献
活
動
の
推

進
が
・
・
・
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
す
る
」
と
う
た
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
本
当
に
国
際
貢
献
活
動

が
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
こ
そ

　
「
国
際
貢
献
先
進
県
岡
山
」
と
言
え
る
。

　
有
森
若
者
は
海
外
の
現
場
で
す
ご
く

変
わ
る
。
こ
れ
も
大
切
な
こ
と
で
は
な
い

か
、
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
は
多
く

の
大
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
芦
加
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
学
生
は
現
地
で
自
分

が
ど
う
生
き
て
い
け
ぱ
よ
い
か
を
考
え

る
。
自
分
自
身
を
見
直
す
い
い
機
会
に
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
橋
本
人
材
育
成
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
有
効
性
は
広
く
認
め
ら
れ
、
多
く

の
大
学
が
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。
た
だ
、

海
外
と
な
る
と
、
費
用
の
工
面
に
苦
労
し

て
い
る
学
生
も
少
な
く
な
い
。
国
際
貢
献

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
か
か
る
費
用
の

半
額
を
補
助
す
る
県
事
業
に
は
た
い
へ
ん

医
の
半
分
以
上
が
業
務
を
再
開
で
き
た
の
は
、
Ｇ

Ｏ
が
迅
速
に
イ
ン
フ
ラ
を
回
復
さ
せ
た
か
ら
。
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
対
人
サ
ー
ビ
ス
。
法
律
や
道
路
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
Ｇ
Ｏ
。
国
際
貢
献

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
踏
ま
え
て
連
携
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
全
国
に
先
駆
け
て
国
際
貢
献
条

例
と
い
う
″
法
″
を
、
県
議
会
の
全
合
致
で
定

め
た
岡
山
県
の
世
豚
に
対
す
る
国
際
貢
献
都
市
と

し
て
の
ア
ピ
ー
ル
カ
は
ず
ぱ
ぬ
け
て
い
る
。

　
山
本
国
の
国
際
貢
献
は
、
外
交
か
中
心
な
の

で
相
手
国
と
の
関
係
に
制
約
を
受
け
る
が
。
、
地
方

の
国
際
貢
献
は
個
人
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
を
発
祥
と

し
て
い
る
。
人
と
人
と
の
っ
な
が
り
、
そ
の
集
ま

り
が
岡
山
発
の
国
際
貢
献
。
人
間
本
位
の
支
援
が

で
き
る
有
利
さ
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
国
際
貢
献
を
通
じ
て
岡
山
の
特
性
を
戦
略

的
に
生
か
す
こ
と
も
可
能
だ
。
岡
山
県
は
大
学
を

核
と
す
る
高
い
医
療
水
準
を
有
し
、
水
島
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
公
害
に
対
処
し
た
経
験
な
ど
か
ら
環
境

問
題
の
蓄
積
も
あ
る
。
マ
ス
カ
ッ
ト
や
白
桃
な
ど

の
高
品
質
な
果
物
を
生
産
す
る
農
業
技
術
も
あ

る
。
す
で
に
海
外
で
地
歩
を
固
め
た
岡
山
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
が
複
数
あ
る
。
県
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
企
業
、
大
学
な
ど

が
連
携
し
て
い
け
れ
ば
、
日
本
の
国
際
貢
献
に
お

い
て
も
相
当
の
役
割
を
担
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
橋
本
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
協
力
で
反
省
す
べ
き

現場で役立つ人育成ヤ
は
、
相
手
国
の
文
化
を
十
分
に

国
の
文
化
や
価
値
観
を
押
し
っ

あ
る
。
政
府
や
中
央
の
Ｎ
Ｇ
ｎ

か
ら
遠
く
、
マ
ク
ロ
的
な
発
ｍ

れ
に
反
応
し
て
今
や
地
域
や
大

力
か
発
展
し
て
き
て
い
る
。
心

に
守
っ
て
い
る
地
方
に
暮
膏

の
文
化
や
風
習
を
尊
重
し
息

う
。
吉
備
国
股
火
は
新
年
度
、

研
究
科
（
通
信
制
）
を
斯
饗

は
こ
う
し
た
地
方
組
織
へ
の
人

役
に
立
つ
能
力
を
身
に
付
け
か

山
発
の
貢
献
に
寄
与
し
た
い
。

　
有
森
活
動
が
広
が
る
零

ん
な
団
体
と
つ
な
が
り
た
り

っ
た
。
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
皆
さ
’

ル
は
一
緒
だ
と
思
う
。
ゴ
ー
ル

自
分
が
専
門
で
な
い
部
分
悒
。

が
っ
て
ゴ
ー
ル
に
一
緒
に
同
』

分
か
自
分
ぎ
で
な
く
、
互

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
が
解
決
し
た
い
世

り
い
い
方
法
で
い
い
形
で
言

は
な
い
か
。
岡
山
に
は
活
発
‘

ど
あ
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
い
う

県
も
積
極
的
。
岡
山
の
可
能
作

梁市生まれ。･高梁高、立命館大法
学部卒。7j年､岡山県職員となり、
廃棄物対策課長､生活環境吝S次長、

真庭地方振興局長などを務めた。

学
生
の
海
外
活
動
応
援
辿

感
謝
し
て
い
る
。
参
加
し
た
学
生
は
、
計
　
用
し
て
は
ど
う
か
。

画
立
案
や
帰
国
後
の
報
告
に
一
生
懸
命
取
　
小
川
奨
学
金
な
ど
で
若
者
が
現
地
を

り
組
ん
で
お
り
、
成
長
も
著
し
い
。
　
　
踏
む
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
れ
ば
、
国
際
貢

　
山
本
国
際
貢
献
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
　
献
の
す
そ
野
が
さ
ら
に
広
が
る
だ
ろ
う
。

事
業
は
三
年
目
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
県
内
　
さ
て
、
西
森
さ
ん
は
プ
ロ
と
し
て
は
引

五
大
学
の
十
四
人
が
活
用
し
、
そ
の
多
く
　
退
を
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
が
今
後

が
帰
国
後
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
　
は
。

参
加
し
て
い
る
。
人
の
育
成
は
県
事
業
の
　
有
森
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
間
が
生
き
て

大
き
な
柱
。
今
後
は
高
校
生
向
け
の
支
援
　
い
く
上
で
一
番
大
事
な
要
素
を
持
っ
て
い

策
も
検
討
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
る
も
の
の
一
つ
。
人
間
の
強
さ
、
感
動
を

　
菅
波
地
方
財
政
が
厳
し
い
今
、
補
助
　
促
す
要
素
か
あ
る
。
国
の
状
況
が
ど
ぅ
で

金
の
シ
ス
テ
ム
は
持
続
可
能
で
な
い
。
意
　
あ
れ
、
必
ず
必
要
と
さ
れ
る
。
プ
ロ
と
し

欲
、
能
力
の
あ
る
若
者
な
ら
だ
れ
も
か
チ
　
て
は
近
く
引
退
す
る
つ
も
り
だ
が
、
今
後

ャ
ン
ス
を
も
ら
え
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
次
　
も
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
走
り

の
世
代
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
な
ら
公
平
だ
。
続
け
た
い
と
思
う
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
も
、
返
済
を
義
　
菅
波
ス
ポ
ー
ツ
は
人
間
の
安
全
保
障

務
づ
け
る
奨
学
金
制
度
に
で
き
な
い
も
の
　
に
欠
か
せ
な
い
生
き
る
喜
び
、
又
化
だ
。

か
。
国
際
貢
献
産
業
を
開
発
す
る
セ
ン
タ
　
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
の
素
晴
ら
し

ー
を
設
け
、
基
金
を
募
り
、
奨
学
金
を
運
　
さ
は
、
西
森
さ
ん
が
一
緒
に
走
っ
て
汗
を

多
様
な
主
体
が
連
携
を
べ

流
す
こ
と
。
「
教
え
て
あ
げ
る
’

米
に
多
い
ス
ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
｛

く
、
途
上
国
の
人
に
受
け
人
ひ

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
援
助
だ
。

　
小
川
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
な
一

際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
お
る
地
方
都
市
は
一

国
際
貢
献
の
ニ
ュ
ー
ス
に
日
常
・

こ
と
の
で
き
る
県
民
は
仙
に
な

ま
た
日
本
の
国
際
貢
献
の
第
二

ン
ボ
ジ
ア
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
、
岡
山
県

た
県
警
の
高
田
騎
行
さ
ん
だ
け

職
員
一
人
を
選
挙
監
視
に
派
遣

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
公
設
国

校
に
加
え
、
吉
備
国
際
大
に
国

学
院
も
開
設
さ
れ
る
。
優
秀
な

ー
タ
ー
が
育
て
ば
、
そ
れ
だ
け

発
の
貢
献
が
可
能
だ
。
た
だ
、

い
た
国
際
協
力
の
分
野
で
日
宏

さ
い
。
国
際
貢
献
先
進
県
と
に

知
さ
れ
る
た
め
に
は
、
人
材
、

情
報
な
ど
の
不
十
分
さ
を
補
い

多
様
な
主
体
が
連
携
す
る
事
心

積
み
重
ね
て
い
く
努
力
が
必
Ｗ
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